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『協働』とは…

大和町教育委員会では…

～美しい自然とその恵みにいだかれ～
　●子どもたちは健やかな心身と学力を身に付け、志を持ち生きる
　●大人は子どもたちとかかわり、正しく生きる力をはぐくむ
　●町民は生涯を通じて学び、健康で豊かに生きる

吉岡小学校
（学習参観時　未就学児一時預かり）

落合小学校（芋の苗付け作業支援）

　一歩進んだ連携・協力のカタチ。複数の主体者（家庭・学
校・地域・行政）が目的（子どもの健全育成に向けて）を共有
し、各々の特性・能力を活かしながら、お互いを尊重しつつ、
対等な立場で協力し合い、一緒に活動することです。

　「家庭教育支援」「学校教育支援」「地域活動支援」の3つを柱
とした「大和町協働教育推進協議会本部事業」を展開してい
ます。
　これは、子どもを地域全体で育むために、家庭・学校・
地域をつなぐ仕組みをつくり、協働による教育活動を通じ
て、家庭・地域の教育力の向上を図るとともに、学校教育
の充実や子どもたちの健全育成、地域の生きがいややりが
いづくりを推進するものです。



吉岡小学校 吉田小学校 落合小学校 大和中学校
①昔の遊びを教えてもらおう ①全校遠足付き添い ①田植え体験 ①部活動支援
②民話の語りを聞く会 ②家庭科学習補助 ②サトイモ、サツマイモの植え付け、収穫 ②職場体験
③毛筆指導 ③花山野外活動補助 ③交通安全教室 ③書き初め指導
④吉岡の歴史探検 ④学習発表会時の未就学児預かり ④稲刈り体験
　古い道具と昔のくらし ⑤PTAふれあい祭り ⑤学校周辺の探検 宮床中学校
⑤町たんけん ⑥花壇・校庭の草取り ⑥曲がりねぎ農家の見学 ①大豆作業
⑥島田飴まつり花飾り作り・参加 ⑦あいさつ運動 ⑦豆腐づくり ②職場体験
⑦飴作り体験 ⑧書写指導支援 ⑧水害から身を守る ③書き初め練習会
⑧米作り ⑨読み聞かせ ⑨毛筆の指導 ④浄書
⑨未来に向かって ⑩農業体験支援 ⑩古い道具と昔の暮らし ⑤宮中太鼓
　～仕事について考えよう～ ⑪各学校行事等写真撮影 ⑪読み聞かせ ⑥学校前あいさつ運動
⑩本の読み聞かせ ⑫落合地域見守り隊

今年度の活動内容

（学校からの要望）です。

この他にも、随時、学校の要望

により、お手伝いを

お願いすることがあります。

⑪図書室整備・掲示作成 鶴巣小学校
⑫ふれあいボランティア ①お話の会 小野小学校
⑬生け花 ②交通安全教室 ①花と緑のボランティア
⑭登下校の安全見守り・指導 ③学校畑作り ②学校田準備、田植え指導、
⑮学習参観時、未就学児一時預かり ④ジャガイモを育てよう 　稲刈り準備、稲刈り

⑤夢田んぼ ③町たんけん補助
宮床小学校 ⑥校庭整備 ④図書ボランティア（掲示物作成）

①農園作業 ⑦さつまいもを育てよう ⑤図書ボランティア（読み聞かせ）
②顔合わせ会 ⑧体育（鶴巣音頭） ⑥民話の語り
③自然観察アドバイス ⑨川の生き物調査 ⑦学校前あいさつ運動
④運動会表現 ⑩田んぼの生き物調査 ⑧脱穀作業
⑤除草 ⑪生活科（ザリガニ取り） ⑨酪農の仕事についてのお話
⑥読み聞かせ ⑫生活科（地域探検） ⑩ホリデースクールin小野小
⑦交通安全指導 ⑬そば作り（そば打ち体験） ⑪ずんだもち作り
⑧学期末大掃除補助 ⑭鶴巣の伝とうを受けつごう（北目神楽） ⑫書き初め練習会　書写指導
⑨あいさつ運動 ⑬昔あそび
⑩しめ縄作り体験 ⑭登下校の児童見守り
⑪ミニ門松作り体験
⑫つるし飾り作り体験
⑬書き初め指導

私たちが、地域と学校をつなぐ
地域コーディネーターです !
様々な活動についてご協力をお願いします
学　　　 区 地域コーディネーター氏名

大 和 中 学 校 伊　藤　広　美
佐　藤　ゆり子

吉 岡 小 学 校 今　野　信　一
鈴　木　由　子

吉 田 小 学 校 駒　場　由起子
髙　橋　　　了

鶴 巣 小 学 校 髙　橋　春　男
馬　場　郁　子

落 合 小 学 校 鈴　木　さ　え
高　橋　公　美

宮床中学校区 渥　美　勇　一
石　垣　みち子
千　坂　浩太郎

宮床小学校　
小野小学校
宮床中学校

学校教育支援ボランティアへの登録申込について
地域で出会う子どもたちを愛情いっぱい育てる

お手伝いをお願いいたします！
学校教育支援ボランティア募集中

資格は必要ありません。大和町の子どもたちの成長のためにやる気のある方ならど
なたでもボランティア活動ができます。

●はじめてご協力いただける方は、事務局（生涯学習課）へお問い合わせください。
●個人・団体どちらでも登録ができます。
●学校からの要望により活動が発生しますので、登録いただいても活動がない場
合もあります。ご承知願います。

ボランティアのみなさんへ
ボランティアのこころがけ

○ボランティア活動は、子どものためにできる人ができるときにできることを
支援します。

○子どもや先生と一緒に、学校をよりよくする活動です。子どもたちの手本と
なるように行動します。

○子どもの良いところを見つけて、積極的にほめてあげましょう。
○学校の教育活動を支援するのが役目です。学校の希望をよく聞き、ともに活
動しましょう。

○地域と学校、住民と子ども、住民同士、地域コミュニティを活性化する活動
です。

ボランティアのみなさんへ
ボランティアがまもること

×苦痛を与える暴言や体罰は絶対にしない。
×個人情報や活動の中で知りえた子どもの秘密は、たとえ家族
　や仲の良い友人であっても絶対に外部にもらさない。
×先生に対する批判や批評を子どもの前では絶対に言わない。

学校を拠点に地域の連帯感を深めましょう

学
校
応 援 団

縁

これからも、学校・地域・家庭、協働で子どもたちの成長を応援しましょう!!!

進めよう！学校応援団 学校教育支援



大和町ジュニア・リーダーの歴史
　昭和40年代の後半に吉岡児童館の開館により
「大和町ジュニア・リーダー」として誕生しました。
当初は5つの児童館（各地区）でジュニア・リーダ
ーが構成され、吉岡「花いちもんめ」・宮床「はと
ぽっぽ」・吉田「ちちんぷいぷい」・鶴巣「かざぐる
ま」・落合「あかとんぼ」として活動していました。
　現在は、大和町のシンボル「七ツ森」にちなみ5
地区を合わせて大和町ジュニア・リーダーサー
クル「五ツ森」として活動しています。

ジュニア・リーダーは大人と子どものつなぎ役
　ジュニア・リーダーとは、子ども会を中心に地域活動を行う、中学
生・高校生のことです。大和町では現在32名が登録しています。
　各種研修を受け、町主催事業（大和っ子未来塾）や子ども会等で活
躍しています。また、月1回の定例会ではイベントの企画立案やレク
リエーションの手法を学んでいます。

ジュニア・リーダーになるには？
　ジュニア・リーダーとして活動するためにはサークルに登録する
ことが必要です。（保険加入等のため）
　中・高校生で、活動に興味の
ある方は生涯学習課へお問い合
わせください。

中高校生のボランティア活動 「支援を受ける側から支援する側へ」
　小学生までは支援される側だった子どもは、中学生・高校生になるとボランティア（人の役に立つ）活動をする側になっ
て、多くを学べるようになります。
　役割を担って計画・行動して達成感や満足感を得ることや、異年齢の人々と関わり必要とされ感謝されることは、自己
肯定感（自分を認め、価値があると思う心）や社会有用感（社会にとって役に立つと思う心）をはぐくむ事につながります。
　学校としてボランティア活動を取り入れたことで、規範意識（道徳、倫理など社会のルールを守ろうとする意識）やコミ
ュニケーション力が高まったという事例もあります。
　中・高校生が自分自身の適正等を知り進路について考える機会となるほか、物事の課題を発見し仲間と協力して解決す
る体験から、目標を持ち実現のために努力して成し遂げる自己実現の力を高めることも期待できます。

大和町教育委員会では、ジュニア・リーダーを育成、
支援しています。
ジュニア・リーダーについてご紹介します。

ある日のジュニア・リーダー
（子ども会歓迎会）地域活

動

支援

深めよう！地域のきずな

活動スタートは
元気な自己紹介

よしよし♡
今日も、盛り上がってるな

ゲームでどんどん仲間作り
　お手の物デス

活動開始

　子ども会役員さん
　と打合せ

ジュニア・リーダーをしていてうれしかった事
◦自分で考えたプログラムが上手くいった!
◦参加した子どもや役員さんから、おかげさまで
今日はとても楽しかったよ！と声をかけられた

大和町ジュニア・リーダーサークル
五ツ森（いつつもり）とは？

ジュニア・リーダーを

呼びたいときは？
　生涯学習課にご連絡ください。日程調整や
内容などの打合せを行います。
　ジュニア・リーダーは普段学校に通ってい
る中・高校生です。勉強や部活動など、学校
生活と両立しながらジュニア・リーダー活動
をしているので、日程調整に時間がかかるこ
とがあります。また、都合により要請に応じ
られないこともあります。ご了承ください。



たいわ家庭教育サポートチーム

深めよう！家庭のきずな

この事業は , 宮城県地域学校協働活動推進事業の一環として
家庭教育支援・学校教育支援・地域活動支援からなる協働教育を推進していきます。

　チームは子育てサポーターリーダー・子育てサポーター・町立児童館・保育所職員・保健師・町職員などで構成されています。
　今年度は「子育てに関する情報の発信」「たいわ子育てサポーター養成講座」「視察研修」を行い、家庭教育支援や子育てに関する環
境づくりを行っていきます。
　今後、皆さんにご参加いただける講座開催等の活動をご紹介します。

　子育てに関する情報を 2ヵ月分まとめて掲載し
ています。子育て通信は町内の施設、児童館、コン
ビニエンスストアで無料配布中。大和町役場ホーム
ページでもご覧になれます。

家庭教育は、すべての教育の出発点

子育て通信配布中

お問い合わせ先
大和町協働教育推進協議会本部事務局
（大和町教育委員会　生涯学習課内）
〒 981-3680　大和町吉岡字西桧木 1番地の 1
電話：022-345-7508　FAX：022-344-3755
E-mail：syakyo@town.taiwa.miyagi.jp

親の学び塾　開催
子育て講座
　保育所、児童館利用児童保護者、地域住民を対象に、子育てに
関する講演会、鑑賞会を開催しています。詳しくは各施設にお問
い合わせください。

子育て特別講座
（家庭教育支援・学校教育支援　合同研修会）

演題：「メディアが子どもに及ぼす影響と
　　　　　　大人が行うべきメディア対策」
日時：12月4日（月）午前10時00分より
会場：ふれあいの杜（南部コミュニティセンター）
講師：国立病院機構仙台医療センター
　　　小児科医師　田澤　雄作　氏
子育てサポーターさんのご協力による、託児コーナーも予定して
おりますので、お子様連れで気軽にご参加下さい。

　たいわ家庭教育サポートチームでは「子
育てサポーター養成講座」を開催し、サポ
ーターの育成を行っています。修了生は身
近な子育て応援団として、様々な活動を行
っています。

　家庭教育サロンや各児童館での行事などのスタッフとして、会
場の準備から託児等で活躍されています。各児童館などで行われ
ている子育て講座等にもご協力くださっています。

たいわ子育てサポーターの活動紹介

無 料子どもにかかわる

すべての大人に、

聞いて欲しい


